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ヘルペスウイルスは脊椎動物を宿主とす
るDNAウイルスで.現在まで 100以上の
種が報告されている｡HCGeo⊂h らはこれら
のウイルスに保存されている梧蛋白の 1つ
glyCoproteinB を解析し､ 1)ヘルペスウ
イルスの3つの重科は爬虫類から輔乳頬が分
岐するより以前に分岐していること､ 2)同
一の重科に属するウイルスの分岐は宿主動物
の分岐に伴って起こったことを明らかにした｡
チミジル酸合成酵素 (TS)はこれまで
報告された 8種のヒトヘルペスのうちの2種､
4種のサルヘルペスウイルスのうちの 2種の
ゲノム上にのみコー ドされ､各々の相同性は
アミノ酸シークエンス上でおよそ 60%であ
った｡ 4種のTSをコー ドするウイルスのう
ち､ヒトの水痘帯状痛疹ウイルスのみがαヘ
ルペスウイルス立科に属し､他の3ほはγヘ
ルペス重科であった｡この結果と MCGeoCh
らの結果から考察すると､4種のウイルスに
存在するTS遺伝子の起源は同一の動物由来
で､さらに水痘帯状癌疹ウイルスのTSは弛
のヘルペスウイルス由来であるとの仮説が立
てられた｡
ヘルペスウイルスのTS遺伝子の起源と
宿主動物の分子進化の関係を明らかにするた
め､現在サルを含めた捕乳動物のTS誼伝子
を解析中である｡
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